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提供機関：北陸大学

科
目
名 

経済学入門 
復習用ビデオの録画・配信

－ 
開講期間 4月9日 ～ 7月30日 

英文科目名 Introductory Economics 
モバイル配信授業

－ 
開講時間 木曜日 第3講時 17：30 ～ 19：00 

受
講
定
員
等 

担 当 教 員 宇都 伸之 
ｅラーニング

－ 
開講場所 

石川県政記念しいのき迎賓館  

3階 セミナールーム A 

単位数 2単位 

定員数 50名 

特別聴講学生等定員  

科目等履修生定員  

シティカレッジ聴講生定員  

定員超過時の選考方法等 受付順 

成績評価の 

方   法 

授業・実験の参加度（10％） 

授業内の問題演習（40％) 

定期試験（50％） 

授
業
料
等 

特 別 聴 講 学 生 

（大学等に在籍する学生） 

科 目 等 履 修 生 

（社会人で単位を必要とする者） 

シティカレッジ聴講生

(社会人で単位を必要としない者)

検 定 料 入 学 料 授 業 料 別途負担費用
募集期間： 

受  講  料 
検定料 入学料 授業料 別途負担費用

        10,000円 

科
目
の
内
容 

 経済学と聞いて描くイメージは，「お金や経済の仕組みの学問」というものであろう。しかし，実は経済学

の守備範囲は広く，「お金や経済の仕組みの学問」という枠を超えて，様々な問題・現象の分析に応用される。

例えば，嫉妬や妬み，優越感などが生まれる身近な人間関係から，ゴミの有料化，学校選択，臓器移植，自殺，

核戦争の問題など，一見すると「経済」と関係ないと思われることを経済学によって分析することができる。

特に「合理性」と「インセンティブ」という2つの概念が経済学の中心をなす。この2つの概念によって社会を

眺めていくことで，社会の様々な問題をより深く理解することができるようになる。これが経済学的思考の核

心といえよう。 

 本科目は経済学の基礎概念を学び経済学的思考を修得するとともに，経済のみならず社会全般に興味をも

ち，経済学的に考える能力を身につけることを目的とする。 

 基本的には講義形式で進めるが，経済実験を教室内で行い，経済学を「体験」してもらうことも予定している。

その他特記事項 

教科書は使用しない。 

適宜，参考書，論文等を

紹介する。 

授業担当教員紹介 URL  

ホームページ・メールアドレス等 E－mail  

 

提供機関：金沢大学

科
目
名 

クラウド時代の「ものグラミング」概論 
復習用ビデオの録画・配信

○ 
開講期間 4月9日 ～ 7月30日 

英文科目名 Lecture on How to Create and Coding Things 
for Network Native MAKERs. 

モバイル配信授業

○ 
開講時間 木曜日 第3講時 17：30 ～ 19：00 

受
講
定
員
等 

担 当 教 員 大野 浩之，松浦 智之，森 祥寛 
ｅラーニング

－ 
開講場所 

石川県政記念しいのき迎賓館  

3階 セミナールーム B 

単位数 2単位 

定員数 20名 

特別聴講学生等定員  

科目等履修生定員  

シティカレッジ聴講生定員  

定員超過時の選考方法等 受付順 

成績評価の 

方   法 

授業で課したレポートで評価する。 

評価においては，事前にポートフォリオを用意

すると共に，受講者同士の相互評価も行う。 

授
業
料
等 

特 別 聴 講 学 生 

（大学等に在籍する学生） 

科 目 等 履 修 生 

（社会人で単位を必要とする者） 

シティカレッジ聴講生

(社会人で単位を必要としない者)

検 定 料 入 学 料 授 業 料 別途負担費用
募集期間：金沢大学で確認 

受  講  料 
検定料 入学料 授業料 別途負担費用

   
教員の 

指示に従う
9,800円 28,200円 29,600円 

教員の 

指示に従う
10,000円 

科
目
の
内
容 

 最近は，インターネット上に大量のデータや情報が集積され，これらを活用するサービス自体もインターネット上に用意さ
れていることが当たり前になってきました。これを「クラウドコンピューティング」などと呼んだりしています。一方，小型
のコンピュータや超小型のセンサなどが安価に普及し，ネット通販などで当たり前のように購入し，利用できるようになりま
した。そして，このような機器をインターネットに接続し，センサで得たデータのインターネットへの送信や，逆にインター
ネットからの受信が可能となりました。これを「もののインターネット（IoT：Internet of Things）」と呼んでいます。このよ
うな時代には，これまで個人が余暇に楽しんでいた「ものづくり」と，仕事や趣味などで行ってきた「パソコン上でのさまざ
まな操作」，インターネット上で誰かが開発して提供している「さまざまな情報サービス」は別々のものではなくなります。
そして渾然一体となって，相互に連携し，利活用できるのです。このような社会で必要となる技法を，私たちは「ものづくり」
と「プログラミング」をかけあわせた「ものグラミング」という言葉で表現しています。 
 本講義では，手元で動く小さな「モノ」が徐々に発展しクラウドと連携するまでと，クラウド上の大量の情報やサービスが
手元の小さな「モノ」に影響を与えるまでを講義と実習などの体験を通じて学び，「ものグラミング」全体の理解を受講者に
促していきます。また併せてインターネットを活用するさいに注意すべきセキュリティなどについても学んで行きます。 

その他特記事項 

受講者は，ノートパソコンを

持ってくること。 

実習で使用する機材（小型の

コンピュータや超小型のセン

サなど）は，授業期間中に貸

出しますので，講義終了後，

自宅などで，復習・予習も兼

ねて，いろいろな操作や実験

をしてみてください。 

授業担当教員紹介 URL  

ホームページ・メールアドレス等 E－mail  

木 
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